









非 相 称 の 生 成
そ の デ ザ イ ン に お け る 意 味
ト・ント大学(ヵナ轍 府給費研究者)藤 田 治 彦
本 論は,周 知 のロ ココ的非相称 を専 門的 に扱 うもので も,専 らの ロマ ンチ シ
ズムの発 露 と しての非相称的形態 の生成 につ いて論 ず るの で もな く,む しろ ク
ラ シシズ ムとロマ ンチ シズム との狭 間 に生 じる非相称 の間題 につ いて,デ ザ イ
ンの方法 と様式 とい う観点 か ら論述 す るもの であ る。従 って,本 論 が対 象 とす
るのは,ま った く自由 な形態 や言 ゆ る不定 形 では な く,左 右相称 の一部 を崩 し
た形 態や,む しろ相称 形 自体 の造形的 意味 と,そ れ らの歴史 的展 開 で ある。 非
相称 的造形 と言 えば,近 代 ヨーロ ッパ 人 にとっては,中 世 の ヨーロ ッパ か東洋,
殊 に中国 や 日本,が 連相 された わけだが,本 論 では それ らの古 い文化の地域 と
は対 照的 な新大陸 ア メ リカにおけ る非相称 の造形 的発展 に至 る迄 を論議 し,相
称 お よび非相 称 の現 代的意味 につ いての基礎 的考察 とす る。
1.左 右 相 称 と し て の シ ン メ ト リー
非 常 に多様 な意味 を含 み得 る 「シンメ トリー」 とい う言葉 を,い ささか限定
的 な 「左右相 称」の意味 で用 いる ことの 多いデザ イ ンの分野 は建築 で あろ うが,
「シ ンメ トリー」 は元来 かな り建 築的 な概 念 あるいは原理 であ り,「左 右相称」
も別 な意味 で建築的 または構 築的 な形 態 であ る。 シンメ トロフ ォビア(sym-
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metrophobia)と言 って,或 る特 定の文化 が シ ンメ トリーを避 け ると され るこ と
もあ るが,広 義 の シンメ トリーは言 う迄 もな く,左 右 相称 も古 代 か ら現 代 に至
るまで,基 本的形 式 と して広 く用 い られて きた。 しか し,シ ンメ トリー とい う
言葉 と左右 相称 とい う意昧 が強 く結 び付 け られたのは近代 になって か らの こ と
の よ うで ある。
「基準部 に従 った建 築物各部 間 および各部 と全体 との間 の照応 関係」 ,そ し
て,「 神殿 と理 想的人体 との照応 関係」 とい う"symmetria"の記述 を含 む,
Vitruviusの建築 書 が近代語訳 として も出版 され る16世紀半 ば近 くにな る と,近
代英語 の"symmetry"に相 当す る言葉の使用 が確 認 され るよ うにな るが,1それ ら
の意味 は必ず しもVitruviusの"symmetria"には合致 しない よ うであ る。一方,古
典的 シンメ トリー と中世的 な大宇 宙 と小宇宙 の照応 説 とが ルネサ ンスの イタ リ
ー において融合 され る経 緯,お よび その歴史 的意義 は,RudolfWittkowerや
ErwinPanofskyらの論ず る ところで,同 じく16世紀 の英 国 で邸宅 建築 が シ ン
メ トリカル な傾 向 を強めつつ あった背景 にMarkGirouardは類似 の照応 説 を
1)
見 てい る。
ルネサ ンスか らバ ロックにかけて,シ ンメ トリーは重要 な造形原 理 で あ りえ
た が,そ れ をVitruviusにおけ る"symmetria"の忠 実 な継承 とす る ことはで
きない。科 学的方法 と経験 論 の発展 の 中で,権 威的 に与 え られた絶 対的 な美的
構 成 とい う古典 の神秘 的教義 は懐疑 の対象 とな りつつ あ り,1670年代 の フラ ン
ス では,「 古 典派」Blondelと古代 のオー ダーの絶 対性 を否定 す る 「近 代派」
Perraultとの思想的対立 が生 じる。Vitruvius建築書の フ ランス語訳 に際 して,
Perraultは古典 の"symmetria・を"proportion"と概 ね解 し,当 時 の,即
ち近代 フ ランス の"symmetrie"は左右相称 の よ うな相対 す る部 分の均等 性 の
ことだ と記 した。 この説明 か らして,既 に,"Symmetrie"が「左 右相称 」的
な意味 で,遅 くとも1680年代 には,フ ラ ンスで使 われてい た と考 える ことがで
きる。 だが,こ の左右相称 の シ ンメ トリーは,古 典 の"symmetria"にまった
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く矛盾 す るわけでは な く,「 建 築物各部 の照応 関係」 および 厂建築物 と人体 と
の関 係」 の 両者 に共 通 し,常 識的 かつ経験 的 に理 解 され,数学的 に も厳 蜜 な「左
右相 称」の意 味 が近 代 人によって シ ンメ トリーに強化 され,古 典 の微 妙 な比例
関係 等の含蓄 は他 所へ移 された形 で あろ う。 む しろ当時 のフ ランスは,シ ンメ
トリー と結 合 された大小宇宙 の照 応説 が,よ り現世 的 な姿 で,宮 殿 等 に示 され
つっ あ った。
皿.左 右 非 相 称 の成 立
左右 相称へ の強 い意識 は左右非相称 の存 在 に伴 われ るで あろ うが,18世紀 の
ロマ ンチ シズ ムを待 つ ことな く,16世紀 か ら17世紀 にか けて左右 非相 称 の建築
的形 態 が描 かれてい る。16世紀末 にニ ュル ンベ ル ク等 で出版 されたWendeI
DietterlinのArchitecturaがその一例 で,入 口や室 内等の非相称 の 図版 を含
む。 これは一種 のパ ター ン ・ブ ックで あ り,2種 あ るい はそれ以 上の意 匠 を1
葉 に納 め る表現形式 とひ とつの非相称 的 な意 匠 との境 界 が消失 した もので ある
図 一1WendelDietterlin,Architectura(1598年)の 図 版
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(図一1)。Dietterlin風の左右 非相 称 の拱道入 口は,PeterPRubensによ る絵
画 に も見 られ る3)o"Cれらの歴史 的意義 は,例 えば,中世の非相称的建築物の多 くが
各 種状況 の偏差 と変化 に応 じて形成 されたの に対 し,摩訶 不思議 な物へ の興味 か
ら,予 め非相称 の建築 的形 態 として構 想 され てい ることで,多 くは,建築物 とそ
の オー ダーの本来 の文脈 に対す る故意 の背 叛で あ り,一 種 のナマ リズ ムであ る。
欧州各 地 で左右相称 としての シンメ トリーの理解 が定着す るよ うにな る18世紀
前半近 の シンメ トリーの意味の変化 は,基本 的 には,古 典 的伝 統 の範 囲内 での意
昧の限定 または力点 の移行 で あった。18世紀 も後 半 にな ると,この特 殊 な シ ンメ
トリーの意味 は否定的観点 か ら強化 され,ピクチャレスクの諸動 向 に関 わ る人 々
にとって,シ ンメ トリーは嘲 笑の対 象 ともなる。 左右相称 の美は真正面 か ら知
覚 されるのみとの理由で,RichardPayneKnightはシンメ トリカルな田園住宅 を
批判 し,非相 称 を奨 めた。しか し,英国 におい て さえ古典的建築 の伝統 は根 強 く,
特殊 な邸館 を除 けば,そう多 くの非相 称 的建 築物 が18世紀 に実現 されたわけでな
ない し,ピクチャレスクは風景 が必ず しも非相称 的建 築 を要求 した わけで もない。
18世紀 の英 国で構想 され た非相称 的建造物 は相 当 な数 に昇 り・ 多 くは中世 と
東洋,殊 に中国,と の連想 になる。1750年代 には,WilliamHalfpennyらがゴ
シ ックに加 え 「中国風」 と銘 打 った各種 図案 本 を出版 して いるが,就中,Paul
Deckerの本 は 図 版 の 多 く をThomasChippendaleのGentlemanand
Cabinet-Maker'sDirector(1754)の図版 をも担 当 したMatthiasDarley
に負 い,左 右 非相 称 の意匠 の生成 には,こ こで も,家 具 カタログ等 に用 い られ
た,単 一図版 に異 なるデザ イ ンの半 分 を夫 々左 右 に示 す方法 が関与 してい る と
思 わせ る(図 一2)。 相異 なる意匠 の左右 を取 り,中 央 で貼 り合 わせ,ひ とつ
の もの と しで呈示 す るのは,単 一 の原 理的構 成 に複数 の形 態 が考 え られ るとい
うこ とで,そ の時代 が唯一 固有の様式 を信奉 していないの を示 す と共 に,表 層
部 に物 の本質 を見 る強 い傾 向 を暗示 す る(図 一3)。
非相称 と中 国 あるいはア ジアや東洋 全体 とを結 び付 け るの は英 国 に限 った こ
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とでは な く,ヨ ー ロ ッ
パ 大陸側 で も,例 えば,
Jean-CharlesDelafosse
によ る諷喩 的構 成の シ
リーズの中 で 「ア ジア」
には徹 底 した非相称 的形
形態 が用 い られて いる。
その他 の構 成 にも非相
称 的 に見 え るものは あ
るが,そ れは左右相 称
の建物 の建築彫刻 が左
右 で多少異 な るとい う
程度 の相異 で あ り,当
時 の ヨー ロ ッパ人の
「非相 称 の東洋(殊 に
中国)」 とい う思 い込
みの強 さが窺 われる
(図一4)c
皿.北 ア メ リカ に
お け る非 相 称
的 造 形






のプエ ブロの遺構 や言ゆ る 「スパ ニ ッシュ ・コロニア ル」 の小 さな教会 には非
相 称形の もの が幾 つ も見出 され,前 者 は12世紀,後 者 は17世紀 に遡 る。 合衆国
南 西部 のスパ ニ ッシュ ・コロニア ルの教 会は,概 ねバ ロ ック ・スタイルで ある
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当時の メキ シコの教会
の素朴 な土着形 態で あ
り,十 字型 プ ラ ンの交
差 が直 角 か ら相 当 に外
れてい た り,壁 に穿 た
れた窓 の高 さや大 きさ
が不統 一で あった りす
る。 これ らの ものは19
世紀末 から20世紀初 頭
にかけて 厂プエ ブ ロ ・
ス タイ ル」 や 「スパニ
ッシュ ・コロニアル ・
図 一4Jean-CharIesDelafosse,諷 喩 的 構 成
(toss年以 前),"イ ス ラ エ ル"(左)と4ア ジ
アr(右)
リヴ ァイヴ ァル」 として復興 され,左 右 不揃 の邸館 や,あ たか も双塔 が計画 さ
れ てい なが ら片方 の塔 のみ が実現 された とい う表現 の教会等 が数 多 く建 て られ
た が,モ ダン ・デザ イ ンにおけ る非 相称形 態 の導 入 とい う観点 か らは,19世紀
の 「ゴ シック ・リヴ ァイヴ ァル」 や 「ク ィー ン ・ア ン ・リヴ ァイ ヴ ァル」 の後
に続 くもので,北 アメ リカの造形文 化 におい て主導権 を持 った もの とは言 い難
いo
合衆 国北東部 のニュー ・イ ングラ ン ドを中心 と した植 民地文化 において は,
非相称 形態 に非常 に稀 で あ り,農 家 の一部 や手作 り家具の装飾等 に少数 の例 が
見 出 される程 度 であ る。 それ らが生 じた時代 は,英 仏 を通 じた古典 的形 態規範
の影響 が強 まる以前,の アメリカにおける「中世」 と見做 された りもす る。
その後の ア メ リカ北東部 の造形文 化へ の非 相称形態の導入は,「英国のロココ」,
殊 にChippendaleのDirectorあた りか ら本格 化 す る家具 カ タロ グあ るい は図
案集 等の出版 や,そ れ らを携 えてア メ リカへ 渡 って来た職 人 によ ると思 われ る。
米 国で 「チ ッペ ンデ ール」 と呼 ばれ る家具 自体に は非 相 称 的 要 素 は ほ と ん ど
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無 いが,Director等の出版 の時期 で あ る1750年代 か ら1760年代 にか けては,
非相 称的形 態 に興味 を示 す職 人 も多 かった よ うであ る。
当時 のア メ リカにおけ る家具生 産の 中心地 で あ るフ ィラデ ルフ ィアで隆盛 を
究 めた家 具師 にThomasAffleckとBenjaminRandolphが居 り,共 にチ ッペ
ンデー ル風の家具 を多数作 ったが,よ りロ ココ的 なRandolphが1770年前後 に
用 いていた業務 用名標 は,同 世紀 の前半 に欧州大陸 でOppen・rdt,Meissonn‐
ier,そしてCuvilliesらが盛 ん に用 いた,歪 んだ"cartouche"状の もの に各種
家具 を配 したもので ある。但 し,Randolphへの直接 の影響 は,フ ラ ンス か ら
では な く,ChippendaleやThomasJohnsonのよ うな英 国 か らの もので あ ろ う。
その名標 に描 かれた もの は,リ ボ ン ・バ ックの椅子 や ロコ コ風 の肘掛 椅子 か ら
ゴ シック風 の窓,果 ては巨大 な古 典的建造 物 の列柱 にまで至 る。 そ こで興味深
いのは,そ ららの家具の 多 くが,Director等の家具 カ タログと同様 に異 った
2種 のデザ イ ンを中央 で貼 り合 わせた形 で示 されてい るため に,ロ コ コ的枠組
と 相 俟 っ て,そ の 名 標 全 体 が 非 相
称 的 意 匠 の 集 大 成 と な っ て い る こ
と で あ る(図 一5)。
18世紀 中 頃 の 英 国 に 見 ら れ る 中
国 趣 味 は,か な り早 い 時 期 に ア メ
リ カ に も 現 わ れ た よ うで,Chi-
ppendaleの家 具 カ タ ロ グ等 に 加 え,







フ ィア)の 業務 用 カー ド(1770年頃)
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andOrnamental(1759)等も1760年頃 には米国 内に入って いたよ うであ る。
その建 築へ の影響 は装飾 的 なもの に停 まるが,「 ジ ョー ジア ン」植民 地風 の建
物 の屋根 な どに多 く取 り付 け られた中国風の欄 干 は,か な り早 くか ら用 い られ
始 めた。中国風 の格子 を用 いた屋上 の手す りは,「チ ッペ ンデ ール屋根欄 干」 と
も言われ,Chippendaleらが中国風 の天 蓋付寝 台等 に用いた直線的 で単 純 な意
匠 の もので あ る。但 し,こ れ らの格 子 を付 けたニ ュー ・イ ングラ ン ドの古 い建
造物 の中 には1754年以 前 に竢 工 した もの も含 まれ,Directorの出版 よ りも前
に用 い られ始 め た可能性 もある。 また,こ の 回転 の シンメ トリー等 を多用 した
中国風 の格 子 自体,単 純 で はあ るが,西 洋 の典型 的文様観 には異 質な側 面 もあ
り,そ れ がこの東洋趣
.味の各種 意匠 において
愛好 された理 由の ひ と





モ ンテ ィセ ロ(1793～
図mPaulDecker,ChirzeaeArchitectecture,Cluil
andOmamenta[(1759年)の ℃hineseRails"
1809)にも用 いられてい る。 ひ とつ は屋 上の欄干,も うひとつ は一階 の窓 の腰
の部 分,更 に両側 の離 れ屋 と主屋 との連絡部 の手 す りに使 われ,屋 外 用ベ ンチ
等 にも用い られてい る。 それ らのすべ てが一時 に作 られ たものか否 かは未 確認
だ が,少 くとも屋上 の中国風 またはチ ッペ ンデール風の格子 はJeffersonの弟
子 で あ るRobertMillsによるモ ンテ ィセ ロの図面 に描 かれてお り,お そ くと
も,そ の設 計 が検討 され始め て約30年を経過 した1803年頃 には,そ の よ うな意
匠 がで きていた こ とが判 る。
Jeffersonは,クラシカルな リ ッチ モ ン ドの ヴァー ジニア州 会議事堂(1785
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89)やシ ャー ロ ッツヴ ィル にある ヴァージニア大学 の諸建 築物(1817～27)の
設 計の ため に,ア メ リカ建 築 におけ る新古典主 義の代表 的入物 と見做 され もす
るが,決 して排他 的で は な く,多 様 な もの が併 存 す る状 態 を許容 した。前述 の
モ ンテ ィセ ロ も様 々 な異 国的 かつ歴史 的諸様 式 のパ ヴ ィリオ ンで飾 ろ うと考 え
ていたよ うで,1770年代初 頭 にはゴシ ック風 の寺院 さえ計画 され,そ れ は19世
紀 の初 め まで 引 き続 き検討 されて いたよ うで ある。
北側 に建 つ 大 きな ロ タ ン ダの左右 に10棟の教授 パ ヴ ィ リオ ンが整 然 と配列
れた ヴァー ジニ ァ大学 のキ ャ ンパ スは,一 見,厳 密 な左 右相称 の構 成 を有す る
が,実 際 には,非 常 に多 くの不均等 な要素 に満 ちてい る。 その主 なものだ けで
も,10棟のパ ヴィ リオ ンすべ ての平 面 および立 面 におけ る相違 か ら,中 央 の ロ
タンダを通 る軸 に対 して各棟 の奥 に設 け られた学生寮 の相 異 な る形態,及 び,
その寮 と各教授 パ ヴ ィリオ ンとの間 に設 け られた庭 園 の規模 と植裁 の違 い,更
には,そ の敷地 自体 の相 当 な起 伏 にまで至 る。 それ以外 にも,小 さな不均等 要
素 では あ るが,こ こで も用 い られた既述 の 中国風欄 干 が非相称的 に配列 されて
いた事 な どは,そ れ らが取 り付 け られ る建物 が相称 的 な古典形態 の もの で ある
だけ に,常 識 では理 解 し難 いことで ある。
このJeffersonによ るバ ヴ ィリオ ン ・プ ランに関 しては,ル イ14世の マ ル リ
ーの館 な ど,欧 州 の類似 の先例 が指摘 され るが,ヴ ァー ジニ ア大学 に匹敵 す る
程,相 称的 な プラ ンに多様性 を導入 し,不 規則性 を許容 した例 は無 い。古典 あ
るいは ルネサ ンスの相 称的形 態 または平面 とは言 って も,例 えばJeffersonの
イメー ジの遠 い源泉 になって いるで あろ うPalladioの建 築 に も相称 的 な フ ァ
サ ー ドの背後 には平面上 の左右 非相称 が部分的 にある し,壁 面や建 物上部 の建
築彫刻 までが左右相 称 では,む しろ奇妙で あ る。 しか し,Jeffersonの作 品 に
至 っては,そ れが建 築的要 素 か装飾 的要素 か を問 うこ と無 く,非 相称 的構成 が
実行 されてい る。
非相 称的性格 がここまで徹底 され ると,そ れ を単 な る異国趣味 や ロマ ンチ シ
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ズ ムの産物 とは見做せ な くなるが,ロ ココ,ゴ シ ック,そ してシノアズ リの家
具 を満載 したChippendaleのDirectorと同様 に,ヴ ァー ジニ ア大学 も一種 の カ
タロ グだ と言 える。但 し,そ れ は建 築百科 事典 と呼 ばれ るの がよ り適切 で,
Jeffersonは相異 なる10棟のパ ヴ ィリオ ンを 「良 き建築 と美 的理念 の諸典型」
で あ り 「建 築講話 の標 本」 で ある と考 えていた。 しか し,ヴ ァージニ ア大学 の
キャ ンパ ス が示 す最大 のデザ イン教育 は,斯 様 な詳細 では なく,多 様 の緩 や か
な統一 で あ り,自 由 と秩序 との共存 で あろ うと思 われ る(図一7)。
ヴ ァー ジニ ァ大 学 に
おけ るア メ リカの非相
称 の試 みは,合 衆 国初
の本格 的 な連邦教 育研
究機関 と して,ワ シ ン
トンD.C.に設立 され
た,ス ミス ソニア ン協
会 の建物 のデザ イ ンに
引 き継 がれ る。現 在の
本部棟 で あるス ミス ソ
図 一7ThomasJefferson,UniversityofVirginia
(1826年のB6yeプ'リ ン ト)
ニ ア ンの最初 の建物 の設計 は1840年頃 か ら試 み られ,当 時,「 連邦建 築家」 と
なっていたMillsによる建 物 と庭 園 の概 要図 が伝 わる。彼 は多数 の連 邦建造 物
を手掛 け る古典的傾 向の設計者 だ が,そ こに提 案 されてい る建 物 は,左 右相称
とはい え,各 様 の塔 を有す る中世 風 の もの であ る。 その造 園 も,直 線 的 な枠 組
の内 に不規則 的 な遊歩 道 を うね らせ,ロ マ ンチシズムの公共建 築へ の波 及 を物 語
る。 この計 画全体 に観 られ る基本 的 には クラ シ ックな構 造 とピクチ ャレス クな
多様性 との共存 は,Millsの師で あ るJeffersonによるヴ ァー ジニア大学 を想
わせ る。
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1845年には,社 会思 想家RobertOwenの息子達 によって,や は り中世風 の
案 が作 られたが,翌1846年に東部 の幾 人 かの建 築家 によって,デ ザ イ ン ・コン
ペテ ィシ ョンが行 なわれ た。提 出諸案 はMills案以来 の低層棟 と各様 の塔 との
組 み合 わせだ が,0.G.Warren案は,同 じニ ュー ヨー クの建築 家RichardUp-
johnが 数年前 にイ リノ イ州 の或 るカ レッジの ために設 計 した もの によ く似 た,
双塔 を中心 と しなが らも両翼部 のデザ イ ンが微 妙 に異 なる左右 非相 称 の形態 を
取 って いた。JamesRenwickは他 の競技設 計参加者 の諸案 を参照 した後 に2
種類 の案 を再提 出 して勝利 を得 るが1そ のひ とつで 「ゴ シ ック ・デザ イ ン」 と
呼 ばれ た ものは,Warren案に酷似 した双塔 を正面 中央 に建 て,背 面 にはオク
スフ ォー ド大 学 クライス ト ・チ ャーチの トム ・タワー を想起 させ る別 の単塔 を
戴 く。 この トム ・タワー型 の塔 はフ ィラデ ルフ ィアのJohnNotmanの提 出案
にも使 われてお り,Renwickの「ゴ シック ・デザ イン」 は結 果的 にWarren案
とNotman案とを重 ね合 わせた もの になる。
Renwickの 「ゴシッ ク ・デザ イ ン」 で更 に奇妙 なの は,向 つて左側 の棟 に
ふ たつ,右 側 の棟 にはひ とつだけ描 かれた小塔 の不均等 な配 置 であ る。現在 の
建 物 か ら推測 して,そ れ らの小塔 は階段室 上 に鐘楼 の類 をのせ た ものだ と思 わ
れ るが,こ の よ うに相称 的 な建物 の左右 にそれ程 のプ ログ ラムの相違 は考 え難
い し,そ の よ うに中途半 端 な形 で左右相称 を崩す必然性 は,概 ね均等 な敷地条
件 か ら判 断 して,ほ ぼ有 り得 ない。考 え得 る非相称的配 置 の理 由 は,後 方 の ト
ム ・タワー型の塔 が斜 めか らの透視 図で は中央 の双塔 の左 右何 れ か に現 わ れる故
に,Renwickが 競技設 計 とい う状況 か ら図面上の デザ イ ンの均 衡 を計 り,小
塔 の数 を左右 で変 えた可能性 で あ る。 この推 論 は,同 じRenwickによ る別案 が,
や は り概 ね左 右相 称の平 面 を持 ちなが ら,そ の場 合 は,す べ て形 の異 な る塔 と
翼部 の構 成体 と して提 出 されて い るとい う間接 的 な裏づ けがあ るので,何 らか
の史料 によ る実証 が期 待 され る。 その別案 は 「ノーマ ン ・デザ イ ン」 と呼ば れ,
最終 的 に それ が選 ばれて実施 された(図m)。
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アメ リカの公共建 築
にお け る非 相称的形態 く
の嚆矢 とな るス ミス ソ
ニ ァ ンの建 物の デザ イ
ンは,RobertOwen
の息子 のひ と りRobert
DaleOwenに よる著
作 で あ るHindson
PublicArchitecture
(1849)に理 論的支持
を受 けるが,ス ミス ソ
ニ ア ン建設 委員会 の中心
図mJamesRenwick,Smithsonianlnsti加tion
(1846年設 計)
心的人物 で もあったR.D.Owenの論調 は,そ の非相称 的 で 自由 な形態 とアメ リ
カ合衆 国の政体 との連 合論的傾 向 を強 く示 してい る。
「わが共 和国 の建 築物 は柔軟性 を持 た ねば な らぬ。 その外形 が内的適 応 を支
配 し指 図す るの では な く,内 部 に従 い適 合せ ねば な らぬ。 わが政体 の必須 の原
理 で あ る自由 が,わ が建 築体系 の随 所で その真髄 を示 さねば な らぬ。」
Owenは 中世の建築 諸様 式 を支持 したが,そ の理 由 は,公 共建 築 に一 般的 に用
い られて きた 「グリー ク ・リヴ ァイヴ ァル」等 の古典 的様 式 と比較 して,そ れ
らが内部 の 目的 に応 じた形態 を取 り,増 改築 の 自由度 も大 き く,実 用優 先 の時
代の実際 的 な国家 で用 い られ るべ きもの だと考 えたか らで あっy6)Y_0
0wenの著書 は,或 るもの を作 る際 に様 々な歴史 的形態 か ら各部 を選 び組 み
合 わせ ることを勧 めた点 で も,歴 史的 に重要 で ある。 そ して,彼 はその組 み合
わせの行為 を 「創造」 と して認 め た。 ヴァー ジニ ア大学 とス ミスソニ ア ンとを
隔 て る数十 年 は,古 典 的形態 と中世的形 態 とい う造形的 に大 きな差 を生 み出 し
たが,そ れ は単 な る復興 様式 の違 い には停 ま らない。或 る美的理念 に特定 の オ
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一 ダー が対応 す るといった古 典的建 築観 は既 に消 滅 し,純 粋 さには欠 けて も,
複雑 さを増 す建 築プ ログ ラム を全体的 に包 み込 め る様式 が求め られ る時代 にア
メ リカは入 っていた。
ス ミスソニア ンの評議員室 にはRenwickがデザ イ ンした家具 が末 だ幾 っか
残 って いる。Renwickは評議 員室 用 にテー ブル をひとつ と肘掛 椅子18脚をデザ
イ ンした よ うだが,1865年の火 災で半数 が焼 失 した。残 る9脚 中の6脚 までが
異 なった意匠 の もので,そ れはス ミスソニ ア ンの建 物 と同様 に,Renwickによ
る多様 な形 態 の追求 を如実 に物 語 る もので ある。 それ と同時 に,そ れ らは外観
上非常 に異 なってい る
が,同 一の基本的構 成
体 の脚 や背 の一部 を取
り代 えた物 で あ るこ と
にも注 目され るであ ろ
う(図 一9)。 これ も
非相 称 のス ミスソニァ
ンの建物 の大小 異形 の
塔 が,内 容 的 には外 見
ほ ど互 いに違 わない非
相称 を生 み出す装置 で
あ るの と同様 に,多 様
図 一9JamesRenwick,Smithsonianlnstitution
評 譜 員 窒 用 肘 掛 椅 子 。
性 を作 り出す道 具 なので ある。
今 日,我 々 が様 々な理 由 か ら複雑 な或 いは特殊 な形態 を有す る製 品や建造物
を見 て,そ れ を機能的 な デザ イ ンと思 い込 むの に も似 て,現 在 ワ シン トンに建
つ 「ノーマ ン ・デザ イン」 の ス ミス ソニ ア ンを当時 の評議員 た ちは,別 案 「ゴ
シ ック ・デザ イ ン」 よ りも,簡 潔 で装飾 の少 ない意匠 と考 えていた。R,D.Ow-
enも,ス ミスソニア ンの実施 デザ イ ンは,此 見 よが しの ものでは無 い と考 え
一35一
ていた7)0アメ リカにお ける機能 主義思想 の先駆者 と見做 され る事の多 い古典的
傾 向の彫刻家HoratioGreenoughが過度 にピクチ ャレス クなス ミス ソニ ア ン ・
イ ンステ ィチ ュー シ ョンの デザ イ ンに警告 を発す ることにな るのは、歴史 上 の
運 命で あ った と言 って も過言 では ない。ス ミスソニア ンの非相 称的形態 は、公
共建 築 を中心 と して、19世紀後 半 か ら20世紀 にかけての アメ リカの デザ イ ンに
多大 な影響 を及 ぼす ことにな るが、 そ こで失 われた もの も、その画期 的 な意匠
によって得 られた もの に劣 らず、大 きい と思 われ る。
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